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近年、糖尿病は認知機能障害誘導の重要な危険因⼦とされてお
り、その基礎研究としてこれまでに栄養過剰摂取に起因した糖尿
病モデルマウスが、海⾺依存的な記憶障害を来すことが分かって
きている。それに対して、認知機能に対して海⾺と協調的な活動
性を⽰す前頭葉への機能は明らかではない。本研究では糖尿病モ
デルマウスを⽤いて、脳内糖代謝シグナルの異常による、前頭葉
依存的な認知機能障害誘導メカニズムの解明を試みる。糖尿病な
ど⽣活習慣に基づいた体系的な認知機能障害誘導メカニズムを明
らかにすることは、認知機能障害への新しい治療法開発につなが
ることが期待できる。
本研究発表会では、これまで⾏ってきた社会的認知⾏動に関す
る前頭葉の機能解析を含め、今後の研究展開について紹介したい。


